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実 践

はじめる助成

3年目

実 践

プラットフォーム助成

4年目

実 践

はじめる助成

2年目

実 践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

フロントランナー助成

5年目

（特非）　環境修復保全機構

カンボジア王国コンポンチャム州スレイサントール郡における持続
可能な資源循環型農業の普及を通した安全な農産物の生産と販売
を目指した農業組合の能力強化と女性エンパワメント（フェーズ2）

 カンボジア活動地域

ワークショップ
参加者数 160 人 

販売契約書 1 件

今年度計画の達成度 100 ％

全体計画の達成度 70 ％
活動内容と成果
● 持続的農業に係るワークショップを計7回開催し、延
べ160人が参加した
● 地域にモデルファームが2か所立ち上げられ、周辺農
家への持続的農業普及のための拠点づくりがなされ
た
● スレイサントール農業組合が立ち上げられ、規約や
組合員の役割等が明文化された
● 有機農産物取扱い企業の訪問を経て、本団体が企業
とMoA（基本規約）を締結し、農業組合が継続的に出
荷をしていく体制を整えた
● スレイサントール農業組合として小規模の集出荷が
実施された課　題

残留農薬の多い農産物は付加価値をつけられないた
め市場の開拓が難しく、生産した農産物を安価に販
売せざるを得ないでいる。

目　標
農村地域における女性を中心とした農業組合が付加
価値をつけた上で安全な農産物を販売することで、
女性の社会参加や地位の向上を図る。
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農業見本市での出展の様子農業見本市での出展の様子

生物起源防虫づくり生物起源防虫づくり
ワークショップの様子ワークショップの様子

持続的農業実践者のフォローアップ、農業組合役員メンバーの能力強化の継続、企
業への継続的な出荷に力を入れて支援を行っていくことで、事業終了後には農業
組合の自立発展していく姿が見られることを期待している。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
農業組合の共同活動を増やすために
いくつかの提案を行ったが、保守的
な組合役員メンバーから受けてもら
うことが難しかった。

■工夫した点
農業組合の収益活動を作っていくこ
とで、組合役員メンバーの活性化を
促した。

実 践

ひろげる助成

2年目


